
（ 連結送水管に関する 基準）  

第 4 5 条 次の各号に掲げる 防火対象物の部分には、 連結送水管を 設けなければなら ない。（ り ）  

⑴ 令別表第１ ⑵項、 ⑷項、 ⑽項、 ⒀項及び⒃項イ に掲げる 防火対象物（ 同表⒃項イ に掲げる 防

火対象物にあつては、小規模特定用途複合防火対象物である も の及び同表⑴項、⑶項、⑸項イ 、

⑹項又は⑼項イ に掲げる 用途のいずれかに該当する 用途に供する 部分の床面積が当該防火対

象物の延べ面積の 1 0 分の９ 以上であつて当該用途以外の用途に供する 部分の床面積の合計

が 3 0 0 平方メ ート ル未満である も のを 除く 。） の無窓階( １ 階及び２ 階を 除く 。 ) で床面積が

1 ,0 0 0 平方メ ート ル以上のも の（ う ）（ り ）  

⑵ 令別表第１ ⒃項イ に掲げる 建築物（ 小規模特定用途複合防火対象物のう ち、同表⑽項又は⒀

項に掲げる 用途のいずれかに該当する 用途に供する 部分の床面積が当該小規模特定用途複合

防火対象物の延べ面積の 1 0 分の９ 以上である も のに限る 。）の無窓階（ １ 階及び２ 階を 除く 。）

で床面積が 1 ,0 0 0 平方メ ート ル以上のも の（ う ）（ り ）  

⑶ 令別表第１ に掲げる 建築物の４ 階以上の階の屋上で、回転翼航空機の発着場又は自動車駐車

場の用途に供する も の（ う ）（ り ）  

２  連結送水管の放水口は、 前項第１ 号及び第２ 号に掲げる 階にあつてはその各部分から 、 同項第

３ 号に掲げる 屋上にあ つては屋上の主たる 用途に供する 部分の各部分から 、それぞれ一の放水口

ま での水平距離が 5 0 メ ート ル以下と なる よ う に設けなければなら ない。（ り ）  

３  第１ 項の規定によ り 設ける 連結送水管は、 令第 2 9 条第２ 項の規定の例によ り 設置し 、 及び維

持し なければなら ない。（ う ）  

４  第１ 項第１ 号及び第２ 号並びに令第 2 9 条第１ 項各号（ 第３ 号を 除く 。） の規定によ り 設ける

連結送水管には、 その屋上に１ 以上の放水口を 設けなければなら ない。（ り ）  

 

【 解説】  

本条（ 第４ 項は除く 。） は、 令第 2 9 条の適用を 受けない防火対象物について、 連結送水管の設置

及び維持の技術上の基準を 定めたも のである 。  

 

１  第１ 項の規定は、 その適用範囲を 定めたも のである 。  

 ⑴ 第１ 号及び第２ 号は、 該当する 防火対象物の無窓階で、 その床面積が 1 ,0 0 0 平方メ ート ル以

上の場合、 その階に連結送水管を 設置する こ と を 定めたも のである 。  

   なお、 第１ 号及び第２ 号で規定する 「 小規模特定用途複合防火対象物」 の主旨は、 条例第 3 9

条と 同義である 。  

  ア 第１ 項第１ 号の規定について 

    次に掲げる も のは、 第１ 項第１ 号括弧書の規定によ り 除外さ れている 。  

   ( ｱ)  「 小規模特定用途複合防火対象物」  

( ｲ)  「 令別表第１ ⒃項イ に掲げる 防火対象物であっ て、 同表⑴項、 ⑶項、 ⑸項イ 、 ⑹項又は

⑼項イ に掲げる 用途のいずれかに該当する 用途に供する 部分の床面積が当該防火対象物の

延べ面積の 1 0 分の９ 以上であ っ て当該用途以外の用途に供する 部分の床面積の合計が



3 0 0 平方メ ート ル未満の防火対象物」  

イ  第１ 項第２ 号の規定について 

第１ 項第２ 号において、 4 1 号通知の改正前は第１ 項第１ 号の規制対象と し ていた小規模特

定用途複合防火対象物に対し ては従前と 同等の設置基準を 想定し ている 。  

 ⑵ 第３ 号の「 ４ 階以上の階の屋上」 と は、 ４ 階建以上の建築物の屋上を いう 。  

 

２  第２ 項の規定は、 放水口の設置位置及び個数について定めたも のである 。「 主たる 用途に供する

部分」 と は、 自動車駐車場の用途にあっ ては、 車路の部分は含むが、 斜路やカーリ フ ト 等の部分は

含ま ないも のと し 、 回転翼航空機の発着場にあっ ては、 離着陸地帯の部分を いう 。  

 

３  第３ 項の規定は、 連結送水管の設置及び維持についての技術上の基準は、 令第 2 9 条第２ 項の規

定の例によ る こ と を 定めたも のである 。  

 

４  第４ 項の規定は、屋上に放水口を 設ける こ と を 定めたも のであり 、本条によ り 設置する 連結送水

管だけではなく 、 令第 2 9 条によ り 設置する も のも 適用さ れる 。 屋上に放水口を 設ける のは、 機能

を 点検する 際の放水テス ト 用又は放水訓練用と し て設ける も のであ り 、屋上がなく 、又は放水テス

ト が他の方法で十分でき る 防火対象物については、 第 4 6 条の特例を 適用し 、 設けないこ と ができ

る 。  


